
日本心臓ペースメーカー友の会栃木支部規約 
 
 
 （名称） 
第１条  当支部は、日本心臓ペースメーカー友の会（以下、本会という）栃木県支部と称する。 

  
 （事務所） 
第２条  当支部の事務所は、栃木県宇都宮市今泉４－１４－５におく。 

 
 （目的） 
第３条 当支部は、埋め込み型心臓ペースメーカー（PM）・除細動器（ICD）等の生命維持装置（以 
     下、心臓ペースメーカー等と称する）によって生命を救われたことを認識し、感謝、報恩・ 
     奉仕（ボランティア）の精神に基づいて、会員の適切な健康管理、並びに健全にして快適な 
     日常生活の確保を図り、もって社会福祉の向上に貢献することを目的とする。 

  
 （事業） 
第４条  当支部は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

 （１）心臓ペースメーカー等並びに健康管理に関する知識の向上。 
 （２）大学、病院その他医療機関等との相互交流。 
 （３）支部便りの発行。 
 （４）会員相互の親睦、情報の交換。 
 （５）その他本会の目的達成に必要な事項。 

 
 （会員） 
 第５条  当支部は本会の会員であって栃木県地区に住所を有する者をもって会員とする。 
      賛助会員は本会の趣旨に賛同し物心両面で協力するもの。 
 
 （役員） 
 第６条  当支部に次の役員を置く。 
       支部長 1名、副支部長 3名以内、理事１５名以内（支部長、副支部長を含む） 
       役員は、支部会員の中から支部総会において選任する 
 
 （役員の職務） 
 第７条  支部長は支部を代表し、支部の会務を総括し、支部総会及び理事会の議長となる。 
      １，副支部長は、支部長を補佐し、支部長に事故ある時はその職務を代行する。 
      ２，理事は、理事会を構成し、業務を執行する。 
      ３，監事は、財務状況を監査し、必要に応じて理事会に出席して意見を述べることが出来る。 
 
 （役員の任期） 
 第８条  役員の任期は２年とする。但し、補欠役員の任期は前任者の残任期間とする。 
      役員の再任は妨げない。 
 
 （相談役・顧問） 
 第９条  当支部に相談役及び顧問を置くことが出来る。 
 
 （会議） 
 第１０条 会議は支部総会及び理事会とする。 



 
 （支部総会の開催） 
 第１１条 支部総会は、事業年度終了後３ヶ月以内に開催する。 
 
 （支部総会の決議事項） 
 第１２条 支部総会は次の事項を決議する。 

１，事業報告及び決算。 
２，事業計画及び予算。 
３，役員の選任。 
４，規約の改正。 
５，その他支部の運営に関する重要な事項。 

 
 （理事会の開催） 
 第１３条 理事会は必要に応じて随時開催する。 
 
 （理事会の決議事項） 
 第１４条 １，総会に付議すべき事項。 
      ２，総会の決議を要しない会務の執行に関する事項。 
 
 （会議の方法） 
 第１５条 １，支部総会は、出席者をもって成立し、その過半数によって決議する。 
      ２，理事会は、半数以上をもって成立し、その過半数を持って決議する。 
 
 （事務局） 
 第１６条 当支部の事務を処理するために、事務局を置く。 
 
 （資産の管理） 
 第１７条 資産は理事会の責任において支部長が管理する。 
 
 （経費） 
 第１８条 １，当支部の経費は、本会よりの交付金、寄付金、及びその他の収入によってこれを賄う。 
      ２，支部会費を徴収する場合は支部総会により決定する。 
 
 （事業年度） 
 第１９条 当支部の事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 
  
（細則） 
 第２０条 規則に規定する会執行のために必要な事項は、理事会の議を経て定める。 
 第２１条 本規約に明記していない事項は、日本心臓ペースメーカー友の会の会則に準じる。 
 第２２条 本規約は、平成２１年４月５日より実施する。 

以上 
 


